生活衛生豆知識№25
嫌 わ れ る ダ ニ た ち

ダニは大変嫌われる動物です。でも、ヒトに危害を与えるダニの種類はほんの僅かで、多くのダニたちは色々と私たちの生活に役立っています。ここでは屋内で私たちに危害を与えるダニたちを紹介します。

ダニとは　　クモの仲間　　ヒトに危害を及ぼすのはほんの僅か

節足動物門クモ綱ダニ目に属する動物の総称です。頭・胸・腹の三部が一塊の胴体となり、脚を８本もっている小型の動物で、大きいもので１cm程度です。世界で約２万種（３万種という人もいます）のうち、ヒトに直接危害を及ぼすダニはほんの僅か（２０種類程度と言われています）です。

イエダニ類（0.5～１mm）　　吸血する仲間たち

家の中にいるダニをイエダニと思っている人が多いようですが、ネズミに寄生するダニです。巣から出たイエダニが、ヒトを咬み吸血します。最近はネズミが少なくなって、被害は小さくなりました。

　イエダニに近いトリサシダニ、ワクモ（双方とも0.7ｍｍ）は軒先や戸袋の野鳥の巣で発生し、巣立つとその巣から室内へ侵入します。イエダニと同様に咬み吸血します。

　対策としては、ネズミ・野鳥の巣（時には死骸）を取り除くことと、その周囲の殺虫剤の散布です。

ケナガコナダニ（0.3～0.4mm）　　発生源を突き止める

コナダニ類の代表するダニで食品（ビスケット類、干しシイタケ、香辛料など）の保管が悪いと発生します。対策として発生源を見つけ処分することで、その周囲をふき取ってください。

畳の上にカーペットを敷いて乾燥が悪い場合、新築間もない畳でも発生します。発生を防ぐ最適な方法は、窓を開け、室内の風通しを良くし乾燥させることです。ヒトを咬んだりはしません。

チリダニ（ヒョウヒダニ）（0.2～0.4mm）　　ダニアレルギーの原因　　清潔・清掃　　

　ヒトの落とす皮膚屑、食べかすなどをエサとして生きています。寝具、カーペットなどにもぐり込みます。ヒトを咬んだりはしませんが、糞や死骸が多いと喘息、鼻炎などのダニアレルギーの原因になります。

対策としては、室内の清潔で、掃除を徹底することです。布団の天日乾燥も有効です。

ツメダニ類（0.5～0.8ｍｍ）　　刺すダニ　　高温多湿を好む
　ケナガコナダニ、チリダニはヒトを咬んだり、吸血することはありませんが、多くなると、これらを捕食（エサ）とするツメダニが発生します。このツメダニがヒトを刺し、刺されると１週間ほどかゆいです。

　対策としてはコナダニ、チリダニ類の発生を止めることで、室内の乾燥も有効です。

ヒゼンダニ（疥癬の病原動物）（0.2～0.4ｍｍ）　　一番やっかいなダニ
　疥癬虫の雌が皮膚に取り付くと１０～４０分で角質内に侵入し、トンネルを掘って生息し、激しい痒み（特に夜間）、腹部・胸部・わきの下・指間・陰部などに皮疹を起こします。多くはヒトからヒトへの感染ですが、２５℃・湿度９０％で３日間、２５℃・湿度３０％で２日間生存可能ですので、皮膚屑でも感染します。

老人病院、老人保健施設などでの発生が多い重症型のノルウェー疥癬の場合、寄生数は１００万匹以上と考えられます。厚いカキ殻状皮膚の屑には、多数の虫体・虫卵が付着していて、感染力が大変大きく注意が必要です。対策としては居室の掃除機による徹底的な清掃、殺虫剤の撒布、寝具・衣類を通しても感染しますので、熱湯処理が必要です。感染者の衣類交換などの介助、居室の掃除には使い捨て手袋を使用してください。なお、個室が好ましいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　2006.12. 1  Ｋ.Oikawa
















